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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 本論文は、英語教材としての映画の使用が日本人 EFL 学習者のリスニング理解能力に与える影響に つい
て検証しており、評価されるべき点は次の通りである。 (1) 映画の活用がリスニング指導にどの程度効果が
あるのかについては、実証研究が不足している中で、学習者の熟達度と教材群との比較に焦点を当て多角的に
検証している(研究 3)。 (2) 映画と教材マテリアルの言語的特徴の違いを検証し、先行研究では明らかにされ
ていない映画特有の音声面の特徴である、発話速度の速さとバックグラウンドノイズとポーズの長さについて
検証している(研究 1)。 (3) 映画の特徴であるノイズと発話速度のどちらの要因がよりリスニング理解に影響


































 平成 27年 5月 15日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
